
　

連
載
を
始
め
て
か
ら
一
年
近
く
が
経
つ
。
こ
の
シ

リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
た
業
績
評
価
、
品
質
管
理
、
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
も
、
こ
の
一
年
で
か
な
り
自
治

体
の
間
に
広
ま
っ
た
。
ま
た
、
実
践
を
通
じ
て

ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
Ｎ
Ｐ
Ｍ
）に

対
す
る
理
解
も
深
ま
り
、
内
容
も
洗
練
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
シ
リ
ー
ズ
を
総
括
す
る
今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
骨

格
と
な
る
「
戦
略
計
画
」
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

■
英
国
の
例
に
見
る
戦
略
計
画

　
「
戦
略
」
と
い
う
言
葉
は
よ
く
聞
か
れ
る
が
、
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
意
味
合
い
に
用
い
ら
れ
る
。「
象
を
識
別

す
る
の
は
易
し
い
が
、象
を
定
義
す
る
の
は
難
し
い
」

と
い
う
た
と
え
話
も
あ
る
。
戦
略
計
画
と
は
何
か
、

定
義
よ
り
も
む
し
ろ
英
国
の
実
例
を
見
て
み
よ
う
。

　

英
国
で
は
、「
歳
出
レ
ビ
ュ
ー（
Ｓ
Ｒ
二
〇
〇
〇
）」、

「
省
庁
別
投
資
戦
略
（
Ｄ
Ｉ
Ｓ
）」、「
公
共
サ
ー
ビ
ス

協
約（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）」、「
サ
ー
ビ
ス
提
供
協
約（
Ｓ
Ｄ
Ａ
）」

な
ど
各
種
の
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
（
図
表
参

照
）。

　
「
歳
出
レ
ビ
ュ
ー
（
Ｓ
Ｒ
二
〇
〇
〇
）」
は
、
三
年

間
の
歳
出
計
画
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
九
八
年

の
「
包
括
的
歳
出
レ
ビ
ュ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）」
を
引
き
継

い
で
い
る
。
政
府
全
体
の
主
要
目
標
、
各
省
庁
別
の

目
標
、
省
庁
横
断
的
な
課
題
に
対
す
る
目
標
と
、
そ

れ
ぞ
れ
に
関
す
る
歳
出
計
画
か
ら
構
成
さ
れ
る
。「
全

員
に
対
す
る
機
会
の
増
大
」
な
ど
四
つ
の
政
府
の
主

要
目
標
に
関
連
す
る
分
野
に
は
、
予
算
が
重
点
的
に

配
分
さ
れ
る
。
歳
出
面
で
は
、
年
金
な
ど
変
動
し
や

す
い
費
目
は
年
二
回
見
直
す
一
方
、
他
の
費
目
は
限

度
額
の
範
囲
で
余
っ
た
予
算
を
次
年
度
に
繰
り
越
す

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
わ
が
国
の
単
年
度
予
算
に
比

べ
確
実
性
と
柔
軟
性
が
あ
る
。「
資
源
会
計
予
算
（
Ｒ

Ａ
Ｂ
）」
を
導
入
し
た
こ
と
も
、
わ
が
国
の
現
金
主
義

会
計
と
は
異
な
る
。

　
「
省
庁
別
投
資
戦
略
（
Ｄ
Ｉ
Ｓ
）」
は
、
各
省
庁
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
現
有
資
産

を
活
用
し
、
価
値
あ
る
新
規
投
資
を
行
う
か
を
定
め

る
も
の
で
あ
る
。
経
常
支
出
目
的
の
借
入
れ
を
行
わ

な
い
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
借
入
れ
比
率
を
一
定
に
抑

え
る
な
ど
の
投
資
ル
ー
ル
が
あ
る
。

　
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
協
約
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）」
は
、
政
府
が

国
民
に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
誰
が
責

任
を
負
う
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
議
会
と

国
民
に
対
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
戦
略
課
題
を
説
明

す
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
る
。
ね
ら
い
、
目
的
、

業
績
達
成
目
標
、
バ
リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー
目

標
、
実
施
責
任
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
「
サ
ー
ビ
ス
提
供
協
約
（
Ｓ
Ｄ
Ａ
）」
は
、
Ｐ
Ｓ
Ａ

を
補
完
し
、
業
績
達
成
目
標
が
ど
の
よ
う
に
達
成
さ

れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、九
九
年
の「
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
業
績
分
析
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
）」
を
引
き
継
い
で

い
る
。
議
会
と
国
民
の
ほ
か
職
員
に
対
し
て
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
管
理
に
関
す
る
重
要
な
合
意
事
項
が
含

ま
れ
る
。
説
明
責
任
、
成
果
の
実
現
、
業
務
の
改
善
、

消
費
者
の
重
視
、
人
事
管
理
、
電
子
政
府
、
政
策
と

戦
略
と
い
っ
た
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
な
お
、「
技

術
協
約
（
Ｔ
Ａ
）」
は
、
業
績
達
成
目
標
の
測
定
方
法

に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
の
収
集
方
法
や
用
語
の
定
義
な

ど
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

英
国
で
は
、
こ
れ
ら
一
連
の
計
画
が
戦
略
的
な
行

政
経
営
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、そ
れ
で
は
、

「
戦
略
計
画
」
と
よ
べ
る
に
は
、
い
っ
た
い
何
が
必
要

な
の
で
あ
ろ
う
か
。

■
戦
略
計
画
に
必
要
な
の
は
何
か

①
優
先
度
の
明
確
化

　

前
回
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
は
六
〇
〇
も
の
目
標
を
か
か
げ

36
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て
い
た
が
、
今
回
の
Ｓ
Ｒ
二
〇
〇
〇
が
か
か
げ
る
目

標
は
政
府
全
体
で
一
六
〇
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
目

標
の
数
を
大
幅
に
絞
り
込
ん
だ
の
は
、
運
営
上
の
優

先
度
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
い
く
ら
体

系
的
に
整
理
し
て
も
、優
先
順
位
を
つ
け
な
け
れ
ば
、

戦
略
的
と
は
い
え
な
い
。

②
業
績
に
よ
る
評
価

　

Ｐ
Ｓ
Ａ
で
は
、
目
的
の
達
成
度
合
い
を
測
る
業
績

達
成
目
標
を
設
定
す
る
。
こ
の
業
績
達
成
目
標
は
、

ま
ず
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
具
体
性

Sp
ecific

M
easu

rab
le

（  
      
）、
測
定
可
能
性
（ 
    
   
  
）、
達

A
ch
ievab

le
R
elevan

t

成
可
能
性
（ 
  
     
  
）、
関
連
性
（ 
      
 
）、

T
im
ed

適
時
性
（ 
  
  

）
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ア
ウ
ト

カ
ム
（
成
果
）
志
向
が
高
い
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
ア
ウ
ト
カ
ム
の
効
率
性
、
経
済
性
、
有

効
性
を
高
め
る
た
め
の
バ
リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー

に
関
す
る
目
標
も
設
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
業
績

を
評
価
す
る
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
、
正
し
い
戦
略
を

立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

③
横
断
的
な
対
応

　

Ｓ
Ｒ
二
〇
〇
〇
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
引
き
続
き
、
省

庁
横
断
的
な
課
題
に
対
す
る
目
標
が
設
定
さ
れ
、
し

か
も
四
項
目
か
ら
十
五
項
目
へ
と
大
幅
に
増
え
て
い

る
。
横
断
的
な
目
標
で
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
全
て

克
服
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
政
府
全
体
の
課
題

で
、
複
数
の
省
庁
が
関
与
し
、
関
係
者
間
で
目
標
の

共
有
が
必
要
な
場
合
に
は
、
た
し
か
に

有
効
な
方
法
で
は
あ
る
。

　

ま
た
、
横
断
的
な
目
標
の
場
合
、
関

係
省
庁
の
連
携
な
く
し
て
は
達
成
で
き

な
い
。
各
省
庁
別
の
目
標
の
場
合
も
、

外
庁
や
自
治
体
が
事
業
を
担
い
、
他
の

省
庁
の
施
策
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
と

い
う
点
で
は
、利
害
省
庁
が
存
在
す
る
。

Ｐ
Ｓ
Ａ
の
目
標
設
定
は
、
こ
う
し
た
関

係
者
を
巻
き
込
み
な
が
ら
行
わ
れ
る
。

管
理
に
お
い
て
は
、
施
策
の
体
系
（
タ

テ
糸
）
が
重
視
さ
れ
る
が
、
戦
略
に
お

い
て
は
、
む
し
ろ
施
策
や
関
係
者
の
連

携
（
ヨ
コ
糸
）
が
重
視
さ
れ
る
。

④
説
明
責
任
と
意
思
決
定

　

今
回
の
改
訂
で
Ｐ
Ｓ
Ａ
は
２
つ
の
文

書
に
分
か
れ
、
新
Ｐ
Ｓ
Ａ
で
は
議
会
や

国
民
に
対
し
て
期
待
さ
れ
る
成
果
を
明

ら
か
に
し
、
Ｓ
Ｄ
Ａ
で
は
職
員
な
ど
に

対
し
て
実
現
す
る
方
策
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
こ
れ
は
「
外
部
に
対
す
る
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
（
説
明
責
任
）」
と
「
内
部
に
お

け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
異
な
る
要
請
に
同
時

に
応
え
る
た
め
で
あ
る
。
戦
略
計
画
に
も
い
く
つ
か

の
型
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が
あ
る
。「
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
型
」
は
国
民
に
も
理
解
で
き
る
が
、
管
理

に
は
使
え
な
い
。「
業
績
測
定
型
」
は
職
員
の
経
営
判

断
に
役
立
つ
が
、
理
解
し
に
く
い
。
戦
略
意
図
を
よ

り
明
確
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
対
象
や
目
的
に
応
じ

て
使
い
分
け
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
。

⑤
機
能
的
な
連
動

　

今
回
の
Ｓ
Ｒ
二
〇
〇
〇
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
作
成
後
に

発
表
さ
れ
た
「
政
府
近
代
化
及
び
官
庁
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
お
け
る
課
題
が
反
映
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｒ

Ａ
Ｂ
に
よ
り
会
計
制
度
改
革
が
予
算
編
成
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
。
旧
Ｄ
Ｉ
Ｓ
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
作
成
後
に
策
定

さ
れ
た
が
、
新
Ｄ
Ｉ
Ｓ
は
Ｓ
Ｒ
二
〇
〇
〇
と
一
体
的

に
素
案
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
歳
出
管
理
、

資
産
管
理
、
目
標
・
業
績
管
理
が
有
機
的
に
結
び
付

く
こ
と
で
、
計
画
全
体
の
機
能
性
が
高
め
ら
れ
て
い

る
。

　

従
来
の
行
政
計
画
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
目
標
や

施
策
を
羅
列
す
る
だ
け
で
、
必
ず
し
も
優
先
順
位
を

明
確
に
し
な
い
。
目
標
の
設
定
は
、
整
備
目
標
の
よ

う
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
が
い
ま
だ
に
重
視
さ
れ

る
。
施
策
の
体
系
も
、
組
織
単
位
が
中
心
で
、
縦
割

り
行
政
を
助
長
す
る
。
百
科
事
典
の
よ
う
に
分
厚
い

事
務
事
業
評
価
報
告
は
、
市
民
が
読
む
と
も
思
え
な

い
し
、
政
策
決
定
に
役
立
つ
と
も
思
え
な
い
。
総
合

計
画
を
は
じ
め
各
種
計
画
が
次
々
と
策
定
さ
れ
る

が
、
計
画
間
の
関
係
は
整
理
さ
れ
な
い
。
従
来
の
行

政
手
法
が
手
詰
ま
り
と
な
る
中
で
、
二
十
一
世
紀
を

展
望
す
る
行
政
経
営
が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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（図表）英国の政策評価制度の概要
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